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カケハシ・プロジェクト（米国） 

議会関係者招へい第 1陣の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】対外発信力を有し将来を担う米国の議会関係者が、日本の政治、経済、社会、文化、歴史、

外交政策などについて理解を深めるために、6月 30 日（日）～7月 7日（日）まで東京都、神奈川県、

京都府の関連各所を訪問・交流することでネットワークを強化し、日米関係をさらに深化させることを

主目的として実施しました。 

 

【参加者】米国の連邦議会議員補佐官 合計 8名  

 

【訪問地】東京都、神奈川県、京都府 

 

【日程】 

◼ 招へいプログラム： 

6月 30日（日曜日） 羽田空港より入国  

7月 1日（月曜日） 【意見交換】外務省（北米局、国際情報統括官組織、総合外交政策局） 

 【意見交換】防衛省（防衛政策局、統合幕僚監部、防衛装備庁） 

7月 2日（火曜日） 【表敬訪問】在日米国大使館 

【表敬訪問】在日米軍横田基地 

【企業訪問】日本電気株式会社（NEC） 

【視察】渋谷 

7月 3日（水曜日） 東京都から神奈川県へ移動 

 【視察】海上自衛隊 横須賀地方隊 横須賀地方総監部 

 【表敬訪問】横須賀市長 上地 克明 氏 

 【視察】横須賀海軍施設 

 【視察】ドブ板通り 

 神奈川県から東京都へ移動 

 【視察】伝統工芸 青山スクエア 

 【意見交換】外務省（総合外交政策局） 

7月 4日（木曜日） 東京都から京都府へ移動 

 【文化体験】座禅（勝林寺） 

 【視察】黄桜伏水蔵 

 【文化体験】茶道体験（上徳寺） 

 【視察】清水寺 

7月 5日（金曜日） 京都府から東京都へ移動 

 【視察】国会議事堂（衆議院） 
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 【企業視察】三菱重工業株式会社（MHI） 

 【視察】銀座 

7月 6日（土曜日） 【視察】東京都内 

7月 7日（日曜日） 【視察】浅草 

 羽田空港より出国 

 

２．記録写真 

招へいプログラム 

  

2024年 7月 2日【表敬訪問】 

在日米国大使館 

2024年 7月 2日【企業訪問】 

日本電気株式会社（NEC） 

  

2024年 7月 3日【視察】 

海上自衛隊 横須賀地方隊 横須賀地方総監部 

2024年 7月 3日【表敬訪問】 

横須賀市長 上地 克明 氏 

  

2024年 7月 4日【文化体験】座禅（勝林寺） 2024年 7月 4日【視察】黄桜伏水蔵 
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2024年 7月 4日【文化体験】茶道体験（上徳寺） 2024年 7月 4日【視察】清水寺 集合写真 

 

３．参加者の対外発信（抜粋） 

  

2024年 7月 12日（LinkedIn） 

先週、私は日米友好交流プログラムの一環として、

超党派・上下両院の議会スタッフ代表団の一員と

して日本を訪問する栄誉に浴しました。私たちは

日本の豊かな文化と歴史を学び、日本の政府関係

者や産業界のリーダーと、日米同盟の強化、二国

間経済関係の促進、インド太平洋地域の平和と安

全保障の強化に向けた協力について話し合いまし

た。 

外務省との数回の深い議論に加え、防衛省、横須

賀市の上地克明市長、海上自衛隊とも会談しまし

2024年 7月 26日（LinkedIn） 

この夏の出張旅行の最終目的地は、地球の反対側

にある日本でした。東洋における強力な同盟国で

ある日本は、素晴らしいホストであり、豊かな歴

史を持つ国です。 

貿易交渉、日米安全保障に関する議論、造船所の

大規模修理・保守作業、民間防衛産業、そして世

界的な問題など、日本での出張中、私はアメリカ

の外交政策の重要性と、同盟国を支援することの

重要性を強く意識しました。在日米軍（陸・海）の

施設を直接視察し、ブリーフィングを受けること
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た。また、在日米国大使館、在日米軍、横須賀米海

軍との会談も嬉しく思いました。 

日本は私たちにとって寛大なホストであり、これ

まで在日米軍とその家族にとってそうであったよ

うに、私たちにとってもそうでした。京都での茶

道体験や清水寺訪問など、この旅行は一生忘れる

ことはありません。同僚の議員関係者と共に日本

を拝見することができたのは、大変光栄でした。 

 

で、日米の国家安全保障に関する多くの問題がよ

り明確になりました。 

（中略） 

日本は素晴らしい国であり、いつかまた訪れたい

と思っています。出会った人々は、街中で出会っ

た人々も含め、皆とても親切で温かかったです。

特に安全保障と対外貿易において、日本の同盟国

として米国が共に歩んでいることを誇りに思いま

す。米国と日本の継続的な関係は、非常に価値の

あるものだと感じています。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


